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会 場

9:30 -16:30 月曜日（祝日の場合は翌日休館） 臨時開館：8月5日（月）   臨時休館：9月8日（日）開館時間 休館日

北海道大学総合博物館2階G C O E展示ブース

日本のパイオニアたち
2013年6月1日（土）̶ 10月27日（日）

Nobuhiko KudoKK

北海道大学グローバルCOEプログラム
「境界研究の拠点形成」第9期成果展示
境界研究は、境界によって生じる様々な問題を扱う新たな学問領域である。

境界によって生じる争いの原因や解決への課題、形成される生活圏とその変容、

そして、境界が人々に与える物理的・心理的影響を探る試みである。

part.1  6月1日（土）̶ 8月25日（日）　 part.2  9月1日（日）̶ 10月27日（日）
香月泰男｜シベリア抑留による境界移動の心象を中心題材として
描いた画家／工藤信彦｜境界移動によってすでに失われた生地、
樺太の位置づけを問う詩人・文筆家（全国樺太連盟理事）

秋野豊｜ユーラシアを隅々まで歩き、紛争の現場をとらえ解決に
身を賭した国際政治学者／宮本常一｜島嶼・農山漁村をくまなく
歩き、忘れられた日本人の暮らしに光をあてた農民学者・社会運動家

Border Studies

工藤 信彦（1930−）
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香月 泰男（1911−1974）

Yutaka AkinoYY

秋野 豊（1950 −1998）

Tsuneichi MiyamotoTT

宮本 常一（1907−1981）
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北海道大学総合博物館　 〒060-0810 札幌市北区北10条西8丁目

アクセス お問い合わせ先

TEL：011-706 -2380,4809　E-mail：gcoe-jimu@slav.hokudai.ac.jp
ホームページ：http://www.borderstudies.jp/

TEL：011-706 -2658　E-mail：museum-jimu＠museum.hokudai.ac.jp
ホームページ：http://www.museum.hokudai.ac.jp/

北海道大学スラブ研究センター「境界研究の拠点形成」事務局



会 　 場 　北海道大学総合博物館 1階「知の交流」コーナー
時 　 間 　13：30～　　定 　 員 　60名

工藤 信彦 （社団法人全国樺太連盟理事）
の島よ 「樺太」を問うて

矢吹 俊男 （小川原脩記念美術館）　
香月泰男 あたたかなまなざし

6月15日（土）

7月20日（土）

9月21日（土）

10月19日（土）

安渓 遊地 （山口県立大学）・安渓 貴子 （山口大学）
宮本常一と歩く国境の島じま

講演者未定
秋野豊氏関連のセミナーを予定
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はららご

グローバルCOEプログラム（Global Center Of Excellence Program）とは、我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し、国際的に
卓越した研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、平成 19 年度に導 入された日本学術振興会の補助金事業です。
国際的に卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援し、国際競争力のある大学づくりを推進することを目的としています。
北海道大学の文系を結集して組織する「境界研究の拠点形成：スラブ・ユーラシアと世界」（平成 21年度採択）は、今日、ユーラシア各地で国
境問題、 文化摩擦といった形で生じている境界をめぐる対立・紛争を実態・表象の双方から考察し、境界問題を読み解くための新しい研究領
域・拠点を確立することを目指しています。さらに境界研究に関する国際的ネットワークがないこの地域に境界研究ネットワークを立ち上げて、
世界の境界研究コミュニティの一角を占めることを目的としています。
平成 21年 10月から、北海道大学総合博物館において、さまざまな「境界」をテーマに展示を行い、研究成果を広く社会に還元しています。

第9期となる本展示では、シベリア抑留による境界移動の心象を中心題材として描いた画家香月泰男、境界移動によってすでに失われた生地、
樺太の位置づけを問う詩人・文筆家工藤信彦、ユーラシアを隅 ま々で歩き、紛争の現場をとらえ解決に身を賭した国際政治学者秋野豊、
島嶼・農山漁村をくまなく歩き、忘れられた日本人の暮らしに光をあてた農民学者・社会運動家宮本常一を、境界研究の先人として、その
足跡を辿ります。

Exhibition

グローバルCOEプログラム（Global Center Of Excellence Program）とは、我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し、国際的に
卓越した研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、平成 19 年度に導 入された日本学術振興会の補助金事業です。
国際的に卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援し、国際競争力のある大学づくりを推進することを目的としています。
北海道大学の文系を結集して組織する「境界研究の拠点形成：スラブ・ユーラシアと世界」（平成 21年度採択）は、今日、ユーラシア各地で国

北海道大学総合博物館（札幌市北区北10条西8丁目）

イチョウ並木
北12条駅 から
 徒歩約8分

札幌駅北口から
徒歩約10分

境界研究の先人たち。
その足跡を辿る。

展示

※決定次第、ホームページ等でお知らせいたします。


